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高大接続教育部門に関することは
総合学務課高大連携室へ　
TEL018-889-3045・2254

アドミッション部門・広報推進部門
に関することは入試課へ　
TEL018-889-2269

問い合わせ窓口 
高大接続センター
ホームページへ
アクセス

入試情報（受験生
ポータルサイト）へ
アクセス

　
「
高
大
接
続
テ
キ
ス
ト
」（
平
成

22
年
度
か
ら
開
始
）の
作
成
・
改

訂
や「
高
大
接
続
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

授
業
・
出
前
授
業
」（
平
成
23
年
度

か
ら
開
始
）の
実
施
、ま
た
、「
高

大
接
続
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
平
成

26
年
度
か
ら
開
催
）等
の
事
業
を

継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、新
規

事
業
と
し
て
、高
大
接
続
教
育
協

議
会
の
設
置
、「
教
師
ミ
ニ
ミ
ニ
体

験
」、「
高
校
生
の
た
め
の
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク・カ
フ
ェ
（
仮
称
）」、「
高
校

生
の
た
め
の
質
問
教
室（
仮
称
）」、

さ
ら
に
は「
入
学
前
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
講
座（
仮
称
）」 

等
の
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、新
規
事
業
に
つ
い
て
概

要
を
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、秋
田
大
学
横
手

分
校
が
県
南
地
区
で
平
成
23
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
る「
教
育
ミ

ニ
ミ
ニ
実
習
」を
参
考
に
、中
央
地

区
で
実
施
す
る
事
業
で
す
。県
南

地
区
で
は
、回
を
重
ね
な
が
ら
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
施
報
告
書
の
中
に
は「
各
学
校

や
校
種
の
垣
根
を
越
え
て
、教
職

へ
の
夢
を
共
有
す
る
も
の
同
士
の

学
び
合
い
が
広
が
っ
て
い
る
」「
最

初
は
中
学
生
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
か
っ
た
参

加
者（
高
校
生
）も
徐
々
に『
教
壇

に
立
つ
』喜
び
を
理
解
し
て
い
く
」

な
ど
の
記
載
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入

試
合
格
者
向
け
の
講
座

で
す
。
高
大
接
続
テ
キ

ス
ト
等
を
活
用
し
た
講

座
で
、
大
学
入
学
前
の

高
校
生
の
学
力
の
充
実
、

学
習
意
欲
の
向
上
を
図

る
取
り
組
み
で
す
。

　
「
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、秋
田
大
学
が
有
し

て
い
る
人
的
・
物
的
資
源

を
提
供
し
、
高
等
学
校

に
お
け
る
学
習
指
導
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

大
学
合
格
後
か
ら
入
学

ま
で
の「
入
学
前
教
育
」、

入
学
後
の「
初
年
次
教

育
」の
取
り
組
み
を
一
体

的
、
組
織
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
入

試
デ
ー
タ
を
分
析
し
た

り
、「
学
力
の
３
要
素
」の

多
面
的
・
総
合
的
評
価

の
在
り
方
を
研
究
し
た

り
し
な
が
ら
、ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏

ま
え
た
入
学
者
選
抜
方

法
の
改
革
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
み

ま
す
。秋
田
大
学
へ
の
入

学
を
希
望
す
る
高
校
生

や
入
学
し
た
学
生
が
秋

田
大
学
の
充
実
し
た
教

育
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
不
可
欠
な
資

質・能
力
を
高
い
次
元
で

身
に
付
け
、
有
為
な
社

会
人
と
な
っ
て
活
躍
で

き
る
よ
う
に
、
円
滑
で

効
果
的
な
高
大
の
接
続

に
向
け
た
取
り
組
み
を

前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
師
ミ
ニ
ミ
ニ
体
験

入
学
前
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座（
仮
称
）

　

高
校
生
が
大
学
の
研
究
室
を

定
期
的
に
訪
問
し
た
り
、学
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
聴
講
す
る
な

ど
、最
先
端
の
研
究
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。高
校

生
の
高
度
な
学
び
へ
の
興
味
・
関

心
、意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

高
校
生
の
た
め
の       

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・カ
フ
ェ

（
仮
称
）

　

大
学
研
究
室
の
研
究
内
容
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
、高
校
生
と

担
当
教
員
や
大
学
院
生
ら
と
の

知
的
な
学
び
の
空
間
、機
会
を
設

け
る
取
り
組
み
で
す
。徐
々
に
専

門
的
な
学
問
の
世
界
に
誘
う
こ

と
を
目
的
に
、高
校
生
と
大
学
教

員
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
双

方
向
の
質
疑
応
答
が
で
き
る
仕

組
み
も
構
築
す
る
計
画
で
す
。

高
校
生
の
た
め
の       

質
問
教
室（
仮
称
）

目
　
　
的

潟
上
市
の
小
・
中
学
校
に
登
校
可
能
な
地
域
に
居
住

す
る
教
員
志
望
の
高
校
生
お
よ
び
秋
田
大
学
在
学

生
向
け
に
教
育
実
習
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、教
職

へ
の
適
性
の
理
解
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

繋
げ
ま
す
。

協
力
校

潟
上
市
立
小
学
校
及
び
潟
上
市
立
中
学
校

内
　
　
容

◯
開
講
式
及
び
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◯「
土
曜
塾
」（
潟
上
市
教
育
委
員
会
主
催
）へ
の
参
加

◯
高
大
連
携
授
業

　
「
教
師
ミ
ニ
ミ
ニ
体
験
」

　
－

教
職
へ
の
展
望
を
ひ
ら
く

－

　
（
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
あ
き
た
主
催
）へ
の
参
加

◯
配
置
校（
潟
上
市
小・中
学
校
）で
の
実
地
体
験

　
（
教
科
学
習
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
指
導
等
）

◯
朝
の
会
、帰
り
の
会
へ
の
参
加

◯
給
食
指
導

◯
振
り
返
り（
総
括
）及
び
閉
講
式

募
集
定
員

30
名
程
度

（
潟
上
市
小
･
中
学
校
に
登
校
可
能
な
地
域
に
居
住

す
る
教
員
志
望
の
高
校
生
27
名
程
度
及
び
秋
田
大

学
在
学
生
３
名
程
度
）

　

こ
の
度
設
置
さ
れ
た
高
大
接

続
セ
ン
タ
ー
の
前
身
に
あ
た
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、C
T
C
）

は
、「
高
大
接
続
教
育
の
実
践
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
担
う
組
織
と

し
て
平
成
22
年
に
企
画
さ
れ
、同

年
、文
部
科
学
省
に
よ
る「
大
学

教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」の
一

つ
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
の

狙
い
は
、「
未
修
得
問
題
」に
対
し

て
組
織
的
に
対
応
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
し
た
。未
修
得
問
題
と

は
、
初
年
次
生
に
お
い
て
、
高
校

段
階
で
理
解
し
て
お
く
べ
き
学
習

内
容
が
き
ち
ん
と
消
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、し
た
が
っ
て
高
校
段
階

で
の
知
識
を
前
提
と
し
た
大
学
の

授
業
内
容
を
十
分
咀
嚼
で
き
な

い
事
態
に
至
る
と
い
う
問
題
を
指

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
組
織
的
に
応
じ
る
た
め

に
企
画
さ
れ
た
C
T
C
の
取
り

組
み
は
、高
校
の
教
育
現
場
に
あ

る
高
校
教
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、高
校
と
大
学
の
接
続
教
育
の

実
質
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

し
た
。具
体
的
に
は
、高
校
の
教

員
と
大
学
の
教
員
に
よ
る
高
大

接
続
テ
キ
ス
ト（
高
校
の
学
習
内

容
が
大
学
で
の
授
業
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
が
展
望

で
き
る
テ
キ
ス
ト
）の
編
集
、高
校

と
大
学
の
教
員
相
互
の
教
育
交

流
、e-Learning

に
よ
っ
て
学
べ

る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
材
の
導
入
、

教
員
や
上
級
生
が
初
年
次
生
の

質
問
に
答
え
る
共
同
オ
フ
ィ
ス
・

ア
ワ
ー
（
現「
質
問
教
室
」）の
設

置
、
接
続
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
高

校
で
の
出
前
授
業
や
、高
校
生
を

対
象
と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
授
業

の
推
進
、な
ど
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、文
部
科
学

省
に
よ
る
補
助
期
間
終
了
後
も

継
続
的
か
つ
発
展
的
に
実
施
さ

れ
、高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
の
前
身

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ
ン・セ
ン
タ
ー
」

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
設
置
の
経
緯

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
の
組
織

　

現
在
、大
学
入
試
改
革
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は

平
成
25
年
に
教
育
再
生
実
行
会

議
が「
高
等
学
校
教
育
、大
学
教

育
、大
学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方

の
一
体
的
な
改
革
」を
打
ち
出
し
、

入
学
者
選
抜
に
活
用
す
る
新
テ

ス
ト
の
導
入
を
提
言
し
た
こ
と
が

大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

そ
の
後
、中
央
教
育
審
議
会
の

高
大
接
続
特
別
部
会
の
答
申（
平

成
26
年
）や
文
部
科
学
省
の『
高

大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
』（
平

成
27
年
）、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム

改
革
会
議
の
最
終
報
告（
平
成
28

年
）な
ど
が
公
表
さ
れ
て
、
高
大

接
続
改
革
へ
の
関
心
が
更
に
高
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
』

で
は「
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教

育
、大
学
入
学
者
選
抜
は
相
互
に

密
接
に
関
連
し
合
う
も
の
で
あ

り
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

高
大
接
続
の
実
現
の
た
め
に
は
一

貫
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
」と
し
て
い
ま
す
。秋
田
大
学
で

は
新
し
い
入
学
者
選
抜
方
法
の
研

究・開
発
の
み
な
ら
ず
、C
T
C
が

こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を

吸
収
し
、高
校
と
の
連
携
を
よ
り

深
め
て
、高
校
と
大
学
の
学
び
の

接
続
に
つ
い
て
一
体
的
・
総
合
的
に

取
り
組
む
組
織
と
し
て
高
大
接

続
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
は
、
以
下
の

三
つ
の
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
高
大
接
続
教
育
部
門
】

　

C
T
C
が
行
っ
て
き
た
高
大

接
続
教
育
の
取
り
組
み
を
継
承

し
つ
つ
、
新
規
事
業
を
展
開
し
、

高
校
教
育
と
大
学
教
育
の
学
び

の
接
続
を
更
に
充
実
・
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

【
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
】

　

平
成
32
年
度
か
ら
始
ま
る「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト（
仮
称
）」へ

の
対
応
や
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
、「
学
力
の
３
要

素
」を
多
面
的・総
合
的
に
評
価
す

る
た
め
の
制
度
設
計
の
実
施
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
入
試
デ
ー
タ

分
析
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、入
学

後
の
学
習
状
況
の
追
跡
調
査
を
行

い
、入
学
者
選
抜
方
法
の
自
己
点

検・評
価
や
改
善
に
努
め
ま
す
。

【
広
報
推
進
部
門
】

　

秋
田
大
学
の
魅
力
発
信
や
入

学
者
選
抜
方
法
の
周
知
を
図
る

た
め
の
企
画・立
案
を
行
い
ま
す
。

センター長
（理事（教育・学生・入試担当））

高大接続センター
◯高大接続企画会議

高大接続教育部門
◯高大接続教育部門会議

アドミッション部門
◯アドミッション部門会議

広報推進部門
◯広報推進部門会議

副センター長

●
日
時

平
成
29
年
７
月
24
日（
月
）

15
時
～
17
時
30
分

●
会
場

秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

60
周
年
記
念
ホ
ー
ル

●
講
師
・
講
演
テ
ー
マ

橋
田　

裕
氏（
前
文
部
科
学
省

高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
大

学
入
試
室
長
）

「
高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
大

学
入
学
者
選
抜
改
革
の
動
向

に
つ
い
て
」

白
水　

始
氏（
東
京
大
学
高
大
接

続
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授
）

「
高
校
生
の
力
を
引
き
出
し
伸

ば
す
学
力
評
価
と
高
大
接
続

に
向
け
て
」

　

高
大
接
続
改
革
の
進
捗
状

況
や「
学
力
の
3
要
素
」の
一

つ
で
あ
る「
主
体
性
を
持
っ

て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て

学
ぶ
態
度
」に
関
す
る
評
価

の
仕
方
、
さ
ら
に
は
高
大
接

続
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、

大
学
、
高
校
教
員
が
と
も
に

学
び
、
共
通
認
識
を
持
つ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
田
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
の
発
足
を
記
念
し

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

高
校
教
育
と
大
学
教
育
の
円
滑
で

効
果
的
な
学
び
の
接
続
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
29
年
度
は
次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

●高大接続センターは、アドミッションセンターの機能を有し、入試制度改革等に持続的に取り組みます。
●高校と大学の「学びの接続」やアドミッション・ポリシーを踏まえた入学者選抜方法の研究・開発及び
　秋田大学への入学希望者に対する広報活動について一体的に取り組みます。
●大学合格後から入学までの間にその生徒の苦手な分野を大学側で積極的に教育を行います。
●これらの取り組みを推進することにより、「良質な人材」を社会に輩出することを最終的な目標とします。

概　　　要 

　

高
大
接
続
の
事
業
を
円
滑
に
、効
率
良
く
、実

り
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
た
め
、秋
田
県
教
育
委

員
会
と
秋
田
県
高
等
学
校
長
協
会
、秋
田
県
高

等
学
校
教
育
研
究
会
の
代
表
者
、そ
れ
に
秋
田

大
学
の
担
当
者
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る「
高

大
接
続
教
育
協
議

会
」を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
５
月

31
日（
水
）に
行
わ
れ

た
協
議
会
で
は
、
高

大
接
続
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

高
大
接
続
教
育
協
議
会
の
設
置

大学に触れる。高校と大学の学びをつなぐ。

秋田大学横手分校事業「教育ミニミニ実習」

大学生のための質問教室

秋田大学横手分校事業「教育ミニミニ実習」
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生
き
物
は
、「
健
康
」と「
病

気
」の
ふ
た
つ
の
状
態
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、日
本
人
の

健
康
に
対
す
る
関
心
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
ど
う
し

て
も
病
気
を
治
す
こ
と
に
目

が
い
き
が
ち
で
す
。健
康
で
あ

る
こ
と
が
生
き
物
の
標
準
的

な
状
態
で
す
。『
健
康
』の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
わ
か
っ
て
初
め
て
、

『
病
気
』（
異
常
な

状
態
）が
わ
か
っ

て
く
る
の
だ
と
、

佐
々
木
教
授
は

語
り
ま
す
。

　

佐
々
木
教
授

の
研
究
対
象
は
、

が
ん
、
神
経
変

性
疾
患
、
代
謝

異
常
症
、
免
疫
・

炎
症
性
疾
患
な

ど
で
す
。こ
れ
ら

の
疾
患
と
な
り

病
院
に
行
く
と
、

当
た
り
前
で
す

が
病
気
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な

る
診
療
科
を
受

診
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。し
か

し
病
気
の
原
因
に
は
共
通
点

が
多
く
、腸
、肝
臓
、神
経
細

胞
、白
血
球
な
ど
、発
生
し
た

場
所
が
違
う
こ
と
に
よ
っ
て

症
状
が
異
な
る
の
だ
そ
う
で

す
。佐
々
木
教
授
は
、病
気
の

原
因
は
元
を
辿
る
と
同
じ
と

こ
ろ
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に

可
能
性
を
見
い
出
し
、
そ
れ

を
脂
質（
人
の
身
体
を
つ
か
さ

ど
る

”油
”）の
側
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　　

ヒ
ト
の
基
本
設
計
図
で
あ

る
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配

列
の
解
読
は
、1
9
9
1
年

か
ら
は
じ
ま
っ
た「
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
計
画
」（
※
米
国
や
日
本

な
ど
の
国
際
間
協
力
に
よ
っ

て
実
施
）に
よ
っ
て
、お
よ
そ

10
年
の
歳
月
と
3
5
0
0

億
円
も
の
費
用
を
か
け
て
、

2
0
0
3
年
に
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
遺
伝
子
の
解
析

技
術
は
と
て
も
進
歩
し
て
お

り
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
医
療

に
も
有
用
で
あ
る
し
、
生
き

物
が
ど
う
し
て
病
気
に
な
る

の
か
、ど
う
し
て
正
常
な
の
か

を
見
極
め
、
原
因
を
探
る
上

で
も
非
常
に
重
要
な
意
味
を

持
っ
た
物
質
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。一
方
で
、佐
々
木
教
授

が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は「
脂

質
」の
研
究
で
す
。遺
伝
子
は

水
溶
性（
水
に
溶
け
る
）で
す
。

生
命
科
学
は
、
水
に
溶
け
る

も
の
を
対
象
に
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
た
め
、
水
に
溶

け
な
い
脂
質
の
研
究
は
遅
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。佐
々
木
教

授
は
未
開
拓
領
域
で
あ
る
脂

質
に
着
目
し
、
そ
の
解
析
技

術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

脂
質
は
食
事
か
ら
摂
取
さ

れ
ま
す
。ま
た
、体
内
で
は「
脂

質
代
謝
酵
素
」の
働
き
で
、

様
々
な
脂
質
の
合
成
と
分
解

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
大
学
で
は
、が
ん
、神

経
変
性
疾
患
、代
謝
異
常
症
、

免
疫
疾
患
な
ど
の
病
気
と
脂

質
と
の
関
係
を
解
明
す
る
た

め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
病
態
マ

ウ
ス
の
作
製
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、あ
る
脂

質
が「
が
ん
に
関

係
す
る
」と
見
当

を
つ
け
た
ら
、そ

の
脂
質
代
謝
酵

素
を
持
た
な
い

マ
ウ
ス
を
つ
く
り

だ
し
、が
ん
を
発

症
さ
せ
て
、脂
質

の
変
化
が
ど
の
よ

う
に
し
て
が
ん

に
結
び
付
く
の

か
？
、
ど
の
よ
う

な
治
療
薬
が
有

効
で
あ
る
か
？

と
い
っ
た
こ
と
を

研
究
す
る
と
い

う
取
り
組
み
で

す
。

　

が
ん
に
関
係

す
る
脂
質
を
壊
せ
る
正
常
な

酵
素
の
遺
伝
子
を
A
、
壊
せ

な
い
異
常
な
酵
素
の
遺
伝
子

を
a
と
し
ま
す
。
普
通
の
マ

ウ
ス
は

”A
A
”の
遺
伝
型
で

す
が
、
遺
伝
子
工
学
と
呼
ば

れ
る
方
法
で
、”A
a
”の
遺
伝

型
を
も
つ
マ
ウ
ス
を
作
っ
て
、

そ
の
オ
ス
と
メ
ス
を
交
配
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
次
に
産

ま
れ
る
子
マ
ウ
ス
は
、A
A
、

A
a
、a
a
の
3
通
り
の
遺
伝

子
型
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
異
常
な
遺
伝
子（
a
）

を
持
っ
た
卵
子
と
精
子
の
組

み
合
わ
せ
の
場
合
に
、
よ
う

や
く
a
a
の
遺
伝
子
型
の
マ

ウ
ス
が
産
ま
れ
ま
す
。こ
の
マ

ウ
ス
は
が
ん
脂
質
を
壊
す
酵

素
を
持
ち
ま
せ
ん
。よ
っ
て
こ

の
よ
う
な
マ
ウ
ス
は
、あ
る
遺

伝
子
の
活
動
が
破
壊
・
欠
損

さ
れ
た
、ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ

ス（K
nock-out m

ouse

）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ウ
ス
に
生
じ
る
異

常
を
研
究
す
る
こ
と
が
、
脂

質
と
病
気
の
関
係
を
知
る
有

力
な
手
が
か
り
と
な
り
、
ま

た
、投
薬
の
テ
ス
ト
に
も
利
用

し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　

病
気
の
原
理
を
知
る
た
め

に
は
、
何
度
も
何
度
も
様
々

な
角
度
か
ら
の
実
験
が
不
可

欠
で
す
。
ヒ
ト
の
病
気
は
治

す
も
の
で
、
実
験
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ヒ
ト
に

似
た
病
気
を
も
つ
モ
デ
ル
マ

ウ
ス
が
有
用
で
す
。ま
た
、そ

の
よ
う
な
病
態
マ
ウ
ス
の
利

点
は
、再
現
性
が
あ
る
、つ
ま

り「
科
学
に
な
る
」こ
と
だ
と

佐
々
木
教
授
は
言
い
ま
す
。

　
「
医
療
を
良
く
し
て
い
く

た
め
に
は
、
既
存
の
医
療
を

上
手
に
使
う
人
の
育
成
も
大

切
で
す
が
、新
し
い
医
療
を
つ

く
る
人
の
育
成
も
医
学
教
育

者
の
担
う
べ
き
役
目
で
す
。

医
学
部
に
は
新
し
い
医
療
を

創
り
出
し
た
い
気
持
ち
を
持

つ
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、年
々
、業
務
の
負
担
が
増

え
て
、そ
の
余
裕
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
研
究
を
す

る
医
者
は
す
ご
く
貴
重
な
ん

で
す
。
だ
か
ら
他
の
人
と
違

う
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い
高

校
生
は
是
非
医
学
部
に
入
っ

て
研
究
者
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
。今
の
時
代
ほ
ど
、そ
れ

が
重
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

で
す
」と
、無
類
の
研
究
好
き

で
あ
る
佐
々
木
教
授
は
語
り

ま
す
。

　

病
気
は
現
在
、
発
症
し
た

部
位
別
に
病
名
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
と
て
も
直
感
的

で
あ
り
、
世
の
中
に
浸
透
し

て
い
る
分
類
方
法
で
す
。こ
れ

か
ら
は
、
病
気
の
原
因
と
な

る
遺
伝
子
や
脂
質
な
ど
の
分

子
に
よ
っ
て
、病
気
の
再
分
類

が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
よ
り
細
か
な
分

類
に
よ
っ
て
、一
人
ひ
と
り
の

患
者
ご
と
に
最
適
な
医
療
の

実
現
が
見
え
て
き
ま
す
。
治

療
効
果
が
高
く
て
苦
痛
が
少

な
い
薬
の
開
発
や
選
択
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

遺
伝
子
研
究
は
す
で
に
進

ん
で
い
ま
す
。
佐
々
木
教
授

は
、「
誰
か
が
そ
れ
以
外
の
分

野
を
研
究
し
て
い
け
ば
、そ
の

中
の
誰
か
は
、
誰
も
予
期
し

な
い
新
し
い
発
見
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う

考
え
の
も
と
、
未
開
拓
の
領

域
で
あ
る
脂
質
分
野
を
選
び

ま
し
た
。「
脂
質
」の
視
点
か

ら
病
気
を
特
徴
付
け
る
こ
と

を
目
指
し
、「
脂
質
代
謝
を
標

的
に
し
た
新
し
い
医
療
」の
実

現
、
そ
の
中
で
も
秋
田
県
で

特
に
多
い
消
化
器
系
の
が
ん

や
認
知
症
な
ど
の
治
療
へ
の

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
健
康
」と「
病
気
」

未
開
拓
領
域
の

「
脂
質
」研
究
へ
の
参
入

医　学　部

根っからの研究者が目指す、
脂質代謝を標的にした新しい医療

大学院医学系研究科 医学専攻 病態制御医学系 微生物学講座   

佐々木   雄彦 教 授

　
「
授
業
の
最
初
に
め
あ
て
・

課
題
を
決
め
る
。
ひ
と
り
で

考
え
た
後
、
班
や
学
級
全
体

で
意
見
交
換
を
し
て
、
授
業

の
最
後
に
、ま
と
め
・
振
り
返

り
を
す
る
」 

　

秋
田
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

た
ち
に
は
、
当
た
り
前
の
よ

う
な
授
業
風
景
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
積
極
的
な
子
、

引
っ
込
み
思
案
な
子
、周
り
と

違
う
意
見
を
持
っ
た
子
。
そ

ん
な
個
性
豊
か
な
児
童
・
生

徒
た
ち
の
意
見
を
、
先
生
は

し
っ
か
り
と
聞
い
て
く
れ
て
、

ど
ん
な
意
見
も
決
し
て
切
り

捨
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

い
わ
ゆ
る「
全
国
学
力
調

査
」で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る

秋
田
の
小
中
学
生
の
高
い
学

力
の
理
由
は
、こ
の
よ
う
な
児

童・
生
徒
主
体
の
授
業
、「
探
究

型
授
業
」に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　

阿
部
教
授
の
研
究
に
は

「
国
語
の
授
業
で
読
む
力
を

育
て
る
た
め
の
研
究
」「
授
業

研
究
」「
学
力
向
上
研
究
」の

3
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。 

　

1
つ
目
は「
国
語
の
授
業
で

読
む
力
を
育
て
る
た
め
の
研

究
」で
す
。 

　

国
語
は
、「
読
む
」「
書
く
」

「
話
す
・
聞
く
」と
い
う
３
つ
の

大
き
な
分
野
か
ら
な
る
教
科

で
す
。
そ
の
中
で
も
阿
部
教

授
が
注
目
し
て
い
る
の
は「
読

む
力
」を
育
て
る
こ
と
。阿
部

教
授
は
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
中
学
校
・
高
校
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
あ
っ
た「
読
む

力
」の
育
て
方
を
、学
生
向
け・

教
員
向
け
に
具
体
的
に
示
し

て
い
ま
す
。 

　

2
0
0
0
年
か
らO

ECD

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）は
、

PISA

（
ピ
ザ
、OECD

が
進
め

て
い
る
国
際
的
な
生
徒
の
学

習
到
達
度
に
関
す
る
調
査
）

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は『
批
判
的
に
物
事
を

見
る
力
』を
重
視
し
た
問
題

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
提
示
さ
れ
た
２
つ
の
異

な
る
意
見
を
基
に「
あ
な
た

は
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
で

す
か
？
そ
の
理
由
を
文
中
の

言
葉
と
自
分
の
言
葉
を
使
っ

て
答
え
な
さ
い
」と
い
う
よ
う

な
問
題
。ま
た
算
数
・
数
学
に

お
い
て
も「
こ
の
グ
ラ
フ
は
こ

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
ま

す
が
適
切
で
す
か
？
適
切
で

は
な
い
で
す
か
？
そ
の
理
由

を
書
き
な
さ
い
」と
い
う
よ
う

な
、
主
体
的
な
判
断
や
批
判

的
な
思
考
を
要
求
す
る
問
題

が
出
て
く
る
の
で
す
。 

　

阿
部
教
授
は
こ
の「PISA

型
読
解
力
」の
よ
う
な
批
判

的
思
考
に
早
く
か
ら
着
目

し
、
国
語
科
教
育
の
新
た
な

展
開
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
つ
目
の
柱
は
、「
授
業
研

究
」で
す
。 

　

先
に
述
べ
た
よ
う
にPISA

型
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る
の

は
国
語
だ
け
で
は
な
く
、
算

数
・
数
学
に
お
い
て
も
、た
だ

解
を
導
き
出
す
だ
け
で
な

く
、何
故
そ
の
答
え
に
な
る
の

か
の
理
由
を
説
明
す
る
力
が

求
め
ら
れ
る
そ
う
で
す
。「
先

生
が
一
方
的
に
説
明
す
る
よ

う
な
授
業
、
指
名
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
だ
け
が
発
言
す
る

よ
う
な
授
業
で
は
、
十
分
な

PISA

型
読
解
力
は
身
に
付

か
な
い
。も
っ
と
児
童
・
生
徒

自
身
が
考
え
る
よ
う
な
課
題

解
決
型
の
授
業
が
必
要
だ
」

と
阿
部
教
授
。
課
題
解
決
型

の
授
業
と
は
、「
授
業
の
初
め

に
先
生
が
課
題
提
示
を
し
、

最
初
は
ひ
と
り
で
考
え
る
。

次
は
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
。そ

し
て
学
級
全
体
で
話
し
合
い
、

ま
た
グ
ル
ー
プ
に
戻
る
。最
後

に
全
体
で
様
々
な
検
討
結
果

を
振
り
返
る
」と
い
う
授
業
の

形
態
を
指
し
ま
す
。こ
れ
を

阿
部
教
授
は「
探
究
型
授
業
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
年
30

回
以
上
の
県
外
講
演
を
通

じ
、こ
の「
探
究
型
授
業
」の
全

国
の
教
育
現
場
へ
の
浸
透
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
柱
は「
学
力
向
上

研
究
」。
秋
田
の
小
中
学
生

の「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」に
お
け
る
好
成
績
は
、他

県
の
教
育
関
係
者
か
ら
も
か

な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。そ
の
理
由
と
し
て
は
、

秋
田
の
子
ど
も
た
ち
は
熱
心

に
授
業
に
取
り
組
み
、
先
生

の
問
い
か
け
に
も
一
生
懸
命

答
え
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
、児
童
・
生
徒
主
体
の

話
し
合
い
・
対
話
・
討
論
を
重

視
す
る「
探
究
型
授
業
」の
定

着
が
、
秋
田
の
学
力
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
と
阿
部
教
授

は
言
い
ま
す
。

　

先
生
方
は
戦
略
的
な
授
業

設
計
の
上
で
授
業
に
あ
た
り

ま
す
が
、
実
際
の
授
業
内
で

は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
を
汲
み
取
り
な

が
ら
、
先
に
立
て
た
設
計
を

修
正
し
、授
業
を
ま
と
め
て
い

く
の
で
す
。逆
に
児
童
・
生
徒

た
ち
の
意
見
が
一
致
し
た
時

に
は
、
別
の
意
見
を
出
し
て

揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
り
も
し

ま
す
。
秋
田
の
先
生
方
の
力

量
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。更
に
、秋
田
県
で
は
校
内

授
業
研
修
会
、小
中
連
携
授

業
研
修
会
、地
域
授
業
研
修

会
な
ど
が
充
実
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
先
生
同
士
の
授

業
研
究
の
レ
ベ
ル
が
高
い
こ

と
か
ら
、
質
の
良
い
指
導
が

な
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　

阿
部
教
授
は「
な
ぜ
秋
田

の
子
ど
も
た
ち
は
学
力
が
高

い
の
か
」、秋
田
県
と
他
県
の

比
較
研
究
を
基
に
学
力
向
上

の
ポ
イ
ン
ト
を
研
究
し
て
い

ま
す
。ま
た
、平
成
19
年
か
ら

都
道
府
県
ご
と
に
置
か
れ
た

「
検
証
改
善
委
員
会
」の
委
員

長
と
し
て
も
、全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
の
分
析

を
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

と
教
職
大
学
院
で
は
、
教
員

養
成
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な

授
業
づ
く
り
を
す
る
と
子
ど

も
に
力
が
付
く
か
と
い
う
こ

と
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま

す
。ま
た
附
属
小
学
校
、附
属

中
学
校
は
教
育
実
習
を
行
え

る
環
境
に
あ
る
の
で
、学
生
は

実
際
の「
探
究
型
授
業
」や
授

業
研
究
を
自
分
の
目
で
見
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

最
後
に「
私
た
ち
も
最
先

端
の
教
員
養
成
を
し
て
い
る

と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

秋
田
大
学
で
は『
質
の
高
い
教

師
力
』を
身
に
つ
け
て
卒
業

で
き
ま
す
。
秋
田
県
内
は
も

と
よ
り
、
他
県
か
ら
も
ぜ
ひ

入
学
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。
卒
業
後
は
学
力
向
上

の
取
り
組
み
や
共
同
研
究
で

学
ん
だ
こ
と
を
地
元
に
持
ち

帰
っ
て
も
い
い
で
す
し
、教
職

大
学
院
へ
の
進
学
も
良
い
道

と
な
る
で
し
ょ
う
」と
阿
部
教

授
か
ら
、
未
来
の
先
生
に
向

け
た
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

秋
田
の
子
ど
も
の

学
力
が
高
い
理
由
と
は
？

批
判
的
に

読
む
力
が
育
て
る
、

真
の
国
語
力

目
指
す
の
は

「
探
究
型
授
業
」の
浸
透

秋
田
の
風
土
、

教
育
環
境
の
好
循
環
が

生
ん
だ「
学
力
ト
ッ
プ
」

と
い
う
誇
り

教育文化学部

「小中学生の学力トップ」の
秋田から発信する「探究型授業」

大学院教育学研究科 教職実践専攻   

阿 部  昇 教 授

阿部教授の著書

論文発表で、世界中の研究者と成果を共有する。

まだ世界中の誰も知らない「生物の仕組み」を解明する。

がん、炎症性疾患、糖尿病に関連する細胞膜リン脂質の分子模型。
水素、炭素、酸素、窒素、リンなど原子の組合せから成る。

「
脂
質
代
謝
を

標
的
に
し
た

新
し
い
医
療
」を

創
り
出
し
た
い

秋田大学大学院医学系研究科　病態制御医学系　微生物学講座ホームページ　http://www.med.akita-u.ac.jp/~bisei/index.htm

●秋田大学研究者特設サイト「Lab Interview」で、インタビューの詳細や学生の声を掲載していますので、ご覧ください。　http://www.akita-u.ac.jp/honbu/lab/

秋田大学教育文化学部・大学院教育学研究科ホームページ　http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/

最
先
端
の
教
員
養
成
で

身
に
つ
け
る

「
質
の
高
い
教
師
力
」
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「森のテラス」での田植えの様子

　

秋
田
大
学（
以
下「
秋
大
」）、

秋
田
市
出
身
の
私
に
と
っ
て

は
、
あ
こ
が
れ
の
大
学
で
あ

る
と
同
時
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
大
学
で
も
あ
る
。

　

私
の
出
身
中
学
は
、
秋
大

の
お
隣
、
秋
田
東
中
学
校（
以

下「
東
中
」）で
あ
る
。
中
学
時

代
の
私
は
、サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
て
い
た
が
、東
中
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
狭
い
上
に
、今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
１
学
年

約
６
０
０
人
、
全
校
生
徒
は

約
１
８
０
０
人
も
い
る
マ
ン

モ
ス
校
だ
っ
た
た
め
、グ
ラ
ウ

ン
ド
を
つ
ぶ
し
て
新
校
舎
を

建
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。そ
れ
で
な
く
て
も
狭

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ま
す
ま
す

狭
く
な
っ
た
の
で
練
習
場
所

を
校
外
に
求
め
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
の

時
、手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た

の
が
、秋
大
で
あ
っ
た
。「
陸
上

競
技
場
が
空
い
て
い
る
時
は

使
用
し
て
良
い
」と
の
許
可
を

得
て
、練
習
に
明
け
暮
れ
た
も

の
で
あ
る
。練
習
場
所
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は

な
く
、時
に
は
、医
学
部
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
の
皆
さ
ん
の
胸

を
お
借
り
し
、
練
習
試
合
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。結
果
は

手
前
味
噌
に
な
っ
て
し
ま
う

が
、勝
率
８
割
以
上
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
ま
た
、
秋
大

蹴
球
部
の
皆
さ
ん
と
も
試
合

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、こ

ち
ら
の
勝
率
に
つ
い
て
は
、読

者
の
皆
さ
ん
の
ご
想
像
に
お

任
せ
し
た
い
。

　

私
は
、そ
の
後
、
秋
大
の
北

に
あ
る
秋
田
高
校
に
進
学
し

た
。そ
こ
で
は
、お
昼
時
、キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
学
生
食
堂
を
利

用
さ
せ
て
も
ら
う
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
当
時
は
部
外
者
も

利
用
で
き
た
・・・
か
、記
憶
は

定
か
で
は
な
い
が
、大
学
関
係

者
に
咎
め
ら
れ
た
記
憶
は
な

い
。大
ら
か
な
時
代
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、勉
学
以
外
で

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
が
、文

系（
経
済
学
部
）志
望
だ
っ
た

私
は
、
残
念
な
が
ら
県
外
の

大
学
に
進
学
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
た
め
、秋
大
へ
の
入
学

は
か
な
わ
な
か
っ
た
。そ
れ
が
、

今
こ
う
し
て
、中
学
、高
校
時

代
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た

秋
大
の
経
営
協
議
会
委
員
と

し
て
係
わ
れ
る
こ
と
に
不
思

議
な
縁
を
感
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
最
近
の
大
学
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
上
に
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、

秋
大
へ
の
入
学
希
望
者
も
減

少
気
味
と
聞
い
て
い
る
。
優

秀
な
学
生
を
多
く
集
め
る
に

は
、な
ん
と
言
っ
て
も
大
学
自

身
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。魅

力
的
で
優
秀
な
教
員
ら
や
勉

学
に
適
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
環

境
な
ど
は
重
要
で
あ
ろ
う
。と

同
時
に
今
時
の
学
生
に
と
っ

て
は
、住
む
街
の
魅
力
も
重
要

な
要
素
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
も
一
経
済
人
の
は
し
く

れ
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
秋
田
県
・
秋
田
市
の
活
性
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

秋
大
に
は
他
の
大
学
に
負

け
な
い
よ
う
独
自
色
を
出
し
、

大
学
の
魅
力
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
優
秀
な
学
生
を
確
保

す
る
と
同
時
に
日
本
の
将
来

を
託
せ
る
人
材
の
養
成
を
お

願
い
し
た
い
。

　

秋
大
の
卒
業
生
か
ら
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
将

来
を
救
う
人
材
が
、
多
数
輩

出
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
。

秋
田
大
学
に

期
待
す
る
こ
と

秋
田
大
学
経
営
協
議
会
学
外
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

秋
田
大
学
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第 回4

東
北
電
力
株
式
会
社
執
行
役
員
秋
田
支
店
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

工
藤
　
和
典今の仕事内容、やりがいを教えてください。 

　「体外診断用医薬品」という人や動物に直接触れることなく疾病の
診断を行う医薬品を製造しています。その中で私は、血液中のタンパク
質などの測定物質と試薬を反応させ、病気かどうかを検査するキットの
製造に携わっています。
　難しい仕事を任され、苦労することもありますが、目標を達成した時には、
自らの成長を実感することが出来るということにやりがいを感じています。

今の仕事を目指したきっかけを教えてください。 
　学生時代、病気の原因となるタンパク
質やDNAを研究していく中で、医療に貢
献できる仕事がしたいと思うようになりまし
た。ニプロは、様 な々分野の医療機器や
医薬品の開発・製造・販売を手掛けており、
自分の専門性を生かせる場面が必ずあ
るのではないかと考え、入社を決めました。

就職活動で特に準備されたこと、気を付けたことはありますか。 
　就職活動を始めるにあたって、何から始めればよいのかがわからず、
進路・就職支援センターのスタッフの方 に々お世話になりました。エントリー
シートの添削をお願いしたり、就職活動のためのガイダンスや外部講師
を招いての講演などに積極的に参加しました。進路・就職支援センター
のスタッフと話をする機会を増やすことは面接の練習にも繋がりました。

卒業された学部を選んだ理由を教えてください。 
　色 な々学部がある中で、生物、化学、物理学と幅広い分野を学ぶこ
とで生命の仕組みを深く学ぶことが出来るのではないかと考えたから
です。また、秋田大学に新しい学部が出来るということを知り、新しい
ことに挑戦できる機会に多く恵まれるのではないかと思い選びました。

秋田大学での学びが、現在どのように生かされていますか。 
　研究課題に取り組む中で、行き詰ま
ると友人や先生方とディスカッションをし
たり、参考書を読んで問題を解決する
よう努力してきました。大学は個性豊か
な仲間に囲まれていることからたくさん
の意見を得ることができます。｢問題解

決能力｣を磨き合う、それが大学ゼミの学びだと思います。
　仕事ではお客さまとの些細な行き違いがクレームに繋がったり、誤
解を受けたりすることがあります。そのような問題に対して、自分なりに
分析、改善、解決する必要があり、私自身、この能力は大学での学び
によって鍛えられたと感じています。

後輩にメッセージをお願いします。 
　時間がたくさんある学生時代に、悔いが残らないようたくさん遊び、
たくさんの人と出会ってください。サークル、アルバイト、ゼミなど何か
一生懸命打ち込めることを見つけることが、就職活動に必須の自己ア
ピールを探すことにつながると思
います。就職活動中は悩むことも
たくさんあると思いますが、笑顔と
自分らしさを忘れずに悔いのない
就職活動を送ってください。

今の仕事内容、やりがいを教えてください。 
　私は米国アラスカ州にあるポゴ
金鉱山で探鉱を担当しています。
鉱山での探鉱技術者としての目
標は採掘（生産）をするための金
鉱脈を発見することです。そのた
めに、まず過去の様 な々地質デー
タや探鉱結果を洗い出し、地下の
どこに金鉱脈が眠っているのか
仮説を立てます。その仮説に基づいて、坑内・坑外から試錐探鉱（ボー
リング探鉱）を計画します。実施された試錐で金鉱脈を発見した時は
非常に嬉しく、考えていた仮説が結果に結びついたことに喜びを感じ
ます。そのワクワク感が忘れられず、ポゴ金鉱山のさらに別の新しいエ
リアで金鉱脈を発見したいという意欲が湧きます。

今の仕事を目指したきっかけを教えてください。 
　金属資源や金属鉱床の形成メカニズムに興味があり、大学時代は
金属鉱床学研究室に在籍していました。そこで養った知識を生かして、

実際の探鉱現場や鉱山で挑戦し
てみたいと思い、鹿児島県の菱刈
鉱山をはじめ、世界各地で積極
的に探鉱を展開している住友金
属鉱山に魅力を感じ入社しました。
会社では業務を通じて、とても良い
経験を得られています。

就職活動で特に準備されたこと、気を付けたことはありますか。 
　職場でどのようなことに貢献できるのかを想像するために、各社の
就職説明会や見学の前から、研究室の卒業生に「職場での仕事内
容」「新入社員が求められていること」について話を聞いていました。
結果として、早い段階から将来について考えることができました。

卒業された学部を選んだ理由を教えてください。 
　秋田大学は設立当初から鉱山専門の学校であったことを高校生の
時に知り、選択しました。その後、卒論研究の担当教員であった石山
大三教授、水田敏夫教授（当時）に丁寧なご指導をいただき、大学院
も引き続き金属鉱床の研究に従事したいと思いました。

秋田大学での学びが、現在どのように生かされていますか。 
　「卒業論文」や「修士論文」の際に、課題のエリアに数ヶ月間滞在し、
地質調査を行いました。その際に学んだ地質・岩石の観察方法や解釈
方法といった技術的経験、および数ヶ月間の調査を達成したという精神
的経験が力となり、入社後の探鉱調査の仕事に生かされています。

後輩にメッセージをお願いします。 
　大学生活は、積極的に色 な々ことを
チャレンジできる良い機会です。興味
を感じたらまずはすぐに行動しましょう。
　住友金属鉱山が行なっている資源
開発は長期間に渡り、多くの人が関わ
る、とてもスケールの大きい仕事です。
個人の様々なアイデアやチャレンジ精
神も求められます。一緒に資源開発の仕事をする方を待っています。

PROFILE

羽賀 愛沙美さん
ニプロ株式会社　大館工場
第五製造部　製薬課
生産技術職

◆工学資源学研究科　
　生命科学専攻
　2014年3月修了 

PROFILE

竹内 章人さん
住友金属鉱山株式会社
Sumitomo Metal Mining Pogo LLC
資源（地質・探鉱）　

◆工学資源学研究科 　
　地球資源学専攻
　2010年3月修了

先輩なう。秋田大学卒業生の
今（＝なう）をご紹介。

　第３回秋田大学ホームカミングデーを平成29年10月14日（土）に開催します。ホー
ムカミングデーは、卒業生の皆様に大学へ足を運んでいただき、各種イベント・企画
を通じて、秋田大学の今をご覧いただきます。
　今回は、記念講演会や交流会などを企画。第51回秋田大学祭との同時開催となる
ため、各学部の研究室などが開放されており、在学生と交流を深めることもできます。
　卒業生の皆様におかれましては、ご家族、ご友人をお誘いのうえ、ぜひこの機会に、
秋田大学へお越しください。

●開催日：平成29年10月14日（土）
●場　所：秋田大学手形キャンパス
●内　容：記念講演会、交流会（予定）
　※詳細については、秋田大学公式ホームページなどでお知らせします。

第３回 秋田大学ホームカミングデー

【お問い合わせ先】　秋田大学広報課　〒018-8502 秋田市手形学園町1番1号　TEL：018-889-2854　FAX：018-889-3242

卒業生の皆様へ、大学から感謝の気持ちを
「秋田大学ホームカミングデー」開催

写真は第２回秋田大学
ホームカミングデーの様子
（平成28年10月15日開催）

全体会

交流会

Interview
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秋
田
大
学
、
秋
田
県
立
大
学
、

日
本
精
機
株
式
会
社
、株
式
会
社

三
栄
機
械
の
4
機
関
は
、将
来
の

航
空
機
部
品
製
造
の
拠
点
化
を

目
指
し
た『
秋
田
複
合
材
新
成
形

法
技
術
研
究
組
合
』（
以
下「
技
術

研
究
組
合
」）を
4
月
3
日
付
け

で
設
立
し
ま
し
た
。理
事
長
に
は
、

秋
田
大
学
の
小
川
信
明
理
事（
地

方
創
生
・
研
究
担
当
）が
就
任
、学

内
に
事
務
局
を
設
置
し
円
滑
な

運
営
と
知
的
財
産
の
一
体
的
な
管

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。秋
田
県

で
は
航
空
機
部
品
等
の
事
業
化

を
目
的
に
複
合
材
の
革
新
的
な

コ
ス
ト
製
造
技
術
の
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、本
技
術
研
究
組
合

に
お
い
て
、さ
ら
に
技
術
開
発
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、こ
の
技

術
が「
安
く
」「
軽
く
」「
容
易
」に

で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
こ
と

か
ら
、航
空
機
以
外
へ
の
広
範
な

応
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　

　

4
月
4
日
に
秋
田
県
庁
で

行
っ
た
記
者
会
見
で
は
、村
岡
幹

夫
理
工
学
研
究
科
長（
技
術
研
究

組
合
専
務
理
事
に
就
任
）が
、
当

該
技
術
開
発
に
係
る
研
究
内
容

に
つ
い
て
説
明
。「
航
空
機
産
業
の

発
展
に
よ
っ
て
、地
域
の
活
性
化

や
雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

【
技
術
研
究
組
合
】

　

技
術
組
合
法
に
基
づ
く
法
人

で
、産
業
活
動
に
お
い
て
利
用
さ

れ
る
技
術
の
試
験
研
究
を
協
同

で
行
う
た
め
の
組
織
。

ニュース＆トピックスニュース＆トピックス
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秋
田
大
学
な
ど
4
機
関
が

「
秋
田
複
合
材
新
成
形
法
技
術
研
究
組
合
」を
設
立

秋
田
大
学
に
期
日
前
投
票
所
を
設
置・

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

平
成
29
年
度
入
学
式
を
挙
行

地
域
振
興
を
目
的
に
秋
田
魁
新
報
社
と

連
携
協
定
を
締
結

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
か
ら
初
め
て
、

秋
田
市
で
秋
田
県
知
事
選
挙
と

秋
田
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。秋
田
大
学
で
は
学
生
の
選

挙
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
秋
田
市
選
挙

管
理
委
員
会
と
協

力
し
て
手
形
キ
ャ

ン
パ
ス
に
期
日
前

投
票
所
を
設
置
し

ま
し
た
。
期
日
前

投
票
所
が
設
置
さ

れ
た
の
は
昨
年
夏

の
参
議
院
議
員
選

挙
に
続
い
て
2
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
の
運
営

は
、
市
選
管
担
当

者
の
指
導
の
下
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
21
名
で
行
わ
れ
、

4
月
5
日
の
期
日

前
投
票
日
に
は
、

投
票
に
訪
れ
た
学

生
・
教
職
員
、地
域

住
民
の
誘
導
や
投

票
所
の
受
付
、投
票
用
紙
交
付
等

の
業
務
を
担
い
ま
し
た
。

　

投
票
者
数
は
大
学
の
授
業
開

始
前
の
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、前

回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
並
ぶ

4
0
0
名
ほ
ど
と
な
り
、投
票
所

設
置
の
周
知
が
進
ん
だ
こ
と
に

加
え
、「
18
歳
選
挙
権
」に
対
す
る

意
識
が
学
生
に
浸
透
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
多
く
の
投
票
者
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
6
日
、秋
田
県
民
会
館
で

秋
田
大
学
入
学
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
入
学
者
は
、大
学

院
生
を
含
め
1
2
9
4
名
。内
訳

は
、国
際
資
源
学
部
1
2
2
名
、

教
育
文
化
学
部
2
1
3
名
、医
学

部
2
4
1
名
、理
工
学
部
4
2
4

名
、大
学
院
2
6
1
名
、学
部
編

入
33
名
で
し
た
。

　

式
で
は
、
山
本
文
雄
学
長
が

「
大
学
で
は
学
問
的
な
成
長
だ
け

で
な
く
、人
間
的
に
も
成
長
し
て

い
く
礎
を
培
っ
て
ほ
し
い
。
人
の

痛
み
を
自
分
の
痛
み
と
し
て
感

じ
る
、人
と
し
て
の
力
を
大
学
生

活
の
中
で
育
ん
で
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
」と
告
辞
を
述
べ
、
新
入

生
代
表
と
し
て
理
工
学
部
の
佐

藤
真
優
子
さ
ん
が「
秋
田
大
学
の

学
生
と
し
て
学
則
・
教
育
方
針
に

従
い
、豊
か
な
教
養
と
高
度
な
学

術
の
習
得
に
勉
め
る
」と
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。在
学
生
か
ら
は「
自

分
自
身
が
ど
の
よ
う
な
大
学
生

活
を
送
り
た
い
か
を
意
識
し
て
、

思
う
存
分
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
、成
功
も
失
敗
も
成
長
の
糧
と

し
て
ほ
し
い
」と
歓
迎
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
終
了
後
の
会
場
外
で

は
、サ
ー
ク
ル
勧
誘
に
多
く
の
在
学

生
が
集
ま
り
、明
るい
声
で
新
入
生

に
入
部
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て

賑
わい
を
見
せ
てい
ま
し
た
。

　

4
月
11
日
、秋
田
県
の
地
元
新

聞
社
で
あ
る
株
式
会
社
秋
田
魁

新
報
社
と
の
包
括
連
携
協
定
締

結
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、秋
田
大
学
が
保

有
す
る
教
育
・
研
究
・
医
療
の
機

能
及
び
資
産
と
、同
社
が
保
有
す

る
報
道
・
媒
体
・
情
報
発
信
の
機

能
及
び
資
産
と
を
連
携
さ
せ
、緊

密
な
協
力
と
信
頼
関
係
の
下
に

相
互
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
社
会
に
そ
の
成
果
を
還

元
し
、秋
田
県
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
目
的
達
成
の
た
め
に「
地
域

社
会
の
人
材
育
成
に
関
す
る
こ

と
」や「
地
域
社
会
の
発
展
に
係

る
調
査・研
究
に
関
す
る
こ
と
」な

ど
で
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、山
本
文
雄
学
長

が「
秋
田
大
学
は
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
答
え
る
人
材
育
成
・
研
究
を
推

進
す
る
大
学
と
し
て
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、今
回
の

協
定
に
よ
っ
て『
地
域
密
着
』の
理

念
を
秋
田
魁
新
報
社
と
共
有
し

つ
つ
、地
域
貢
献
を
よ
り
一
層
強

く
推
進
し
て
い
く
」と
挨
拶
し
ま

し
た
。ま
た
、同
社
の
小
笠
原
直

樹
代
表
取
締
役
社
長
か
ら「
秋
田

大
学
が
実
施
し
て
い
る
様
々
な

地
域
貢
献
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、秋
田
魁
新
報
社
の
持
つ
県
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
発
信
力
を

生
か
し
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た

い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
と
企
業
等
と
の
協

定
締
結
は
、今
回
で
15
件
目
と
な

り
ま
す
。

4「複合材」の説明をする村岡研究科長

協定を締結し握手する山本学長（右）と小笠原社長（左）

新入生に告辞する山本学長

新入生代表による宣誓

会場外でサークル勧誘を行う在学生

投票用紙を交付する学生ボランティア

　

5
月
10
日
、大
学
院
国
際
資
源

学
研
究
科
附
属
鉱
業
博
物
館（
以

下
、
鉱
業
博
物
館
）で
無
料
開
放

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質
調

査
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る「
地
質
の
日（
5
月
10
日
）」に
ち

な
み
行
わ
れ
た
も
の
で
、当
日
は

県
内
の
中
学
生
や
、多
く
の
地
学

フ
ァ
ン
が
来
館
し
、鉱
業
博
物
館

の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
サ

イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
展

示
標
本
の
説
明
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

鉱
業
博
物
館
は
、鉱
山
技
術
者

養
成
の
た
め
に
1
9
1
0
年
に

設
立
さ
れ
た
秋
田
鉱
山
専
門
学

校
の
列
品
室
に
は
じ
ま
り
、そ
の

後
、新
制
大
学
発
足
当
時
の
鉱
山

博
物
館
を
経
て
、1
9
6
1
年
に

現
在
の
鉱
業
博
物
館
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。創
立
以
来
1
0
0
年

に
わ
た
っ
て
研
究
や
学
生
教
育
の

た
め
に
収
集
さ
れ
た
地
質
・
鉱
工

業
関
係
の
資
料
は
膨
大
な
数
に

の
ぼ
り
ま
す
。様
々
な
色
と
形
の

鉱
物
・
鉱
石
、
珍
し
い
岩
石
や
化

石
を
多
数
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、

資
源
開
発
の
流
れ
と
鉱
山
技
術

の
根
幹
部
分
を
実
機
と
精
密
模

型
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

お
り
、期
間
限
定
の
企
画
展
・
特

別
展
や
市
民
開
放
講
座
を
通
し

て
、大
学
の
最
新
の
研
究
や
幅
広

い
学
術
分
野
の
成
果
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

6
月
10
日
、学
生
の
音
楽
サ
ー

ク
ル
と
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
地
元
で
活
躍
し
て
い

る
栗
林
聡
子
さ
ん（
教
育
文
化
学

部
卒
業
）に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
“秋
田
大
学M

U
SIC LIV

E

”

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
学
生

サ
ー
ク
ル
の
日
頃
の
練
習
成
果

の
披
露
と
、さ
ら
に
地
域
で
音
楽

活
動
を
行
っ
て
い
る
卒
業
生
と
の

共
演
に
よ
り
、多
様
な
音
楽
を
地

域
の
方
々
に
楽
し
み
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　

学
生
サ
ー
ク
ル
か
ら
は「JA

ZZ

研
究
会
」と「
秋
田
大
学
混
声
合

唱
団A

.Choir

（
エ
ー
ス
ク
ワ
ィ

ア
）」が
出
演
。そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏

の
ほ
か
、
栗
林
さ
ん
の
歌
や
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。ま
た
、コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、秋

田
師
範
学
校（
現
・
教
育
文
化
学

部
）の
卒
業
生
で
あ
る
成
田
為
三

氏
が
作
曲
し
た『
浜
辺
の
歌
』や

『
秋
田
県
民
歌
』も
披
露
さ
れ
る
な

ど
、卒
業
生
と
在
学
生
の
時
代
や

世
代
を
超
え
、そ
し
て
、
音
楽
の

ジ
ャ
ン
ル
も
超
え
た
音
や
歌
声
の

融
合
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

M
A

Y

地
質
の
日
に
ち
な
み

鉱
業
博
物
館
で
無
料
開
放

学
生
に
よ
る
地
域
志
向
活
動「
地
域
交
流
朝
市
」

　

5
月
20
日
、連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
14
自
治
体（
市
町
村
）の

う
ち
6
自
治
体（
北
秋
田
市
、
男

鹿
市
、仙
北
市
、美
郷
町
、東
成
瀬

村
、湯
沢
市
）の
協
力
の
も
と
、手

形
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
秋
田
大
学
地

域
交
流
朝
市
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
朝
市
は
、学
生
が
地
域
の

特
産
品
や
地
域
の
諸
課
題
に
つ
い

て
事
前
学
習
を
し
た
上
で
販
売
・

P
R
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

お
り
、学
生
が
地
域
へ
の
関
心
を

持
つ
こ
と
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

6
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
、各
地
域
へ
足
を
運
び
特
産
品

の
製
造
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
学

ん
だ
学
生
13
名
が
ブ
ー
ス
に
立

ち
、来
場
者
と
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
、担
当
す
る
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
朝
市
当
日

は
、朝
8
時
か
ら
の
販
売
開
始
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、人
気
の

特
産
品
は
30
分
で
売
り
切
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。ま
た
、同
じ
会
場
で
は
、よ
さ

こ
い
や
ア
カ
ペ
ラ
、ニ
ュ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
な
ど
の
学
生
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
演
舞
や
演
奏
の
披
露
も
行

わ
れ
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学

生
が
横
手
市
山

内
地
区
と
協
働

で
製
作
し
て
い

る
、大
学
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
い
ぶ
り

が
っ
こ『
い
ぶ
り

ば
で
ぃ
』の
試
食

が
行
え
る
“い

ぶ
り
ば
で
ぃ
カ

フ
ェ
”（
製
作
し

た
学
生
が
カ

フ
ェ
を
運
営
）を

オ
ー
プ
ン
し
、

買
い
物
帰
り
の

方
々
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
交
流
朝
市
は
秋
に

も
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

5

JU
N

E

在
学
生
と
卒
業
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
秋
田
大
学M

U
SIC LIV

E

」を
開
催6 解説するサイエンスボランティア

販売前の長蛇の列

よさこいサークル「よさとせ歌舞輝」による演舞

いぶりばでぃの試食コーナー学生がブースに立ち、地域の特産品を販売 投票に訪れた学生や地域住民の方々

混声合唱団（ピアノ伴奏：栗林さん）

弾き語りをする栗林さん
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Ⅰ 役員報酬等について
1 役員報酬についての基本方針に関する事項
2 役員の報酬等の支給状況
3 役員の報酬水準の妥当性について
4 役員の退職手当の支給状況
5 退職手当の水準の妥当性について
6 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅱ 職員給与について
1 職員給与についての基本方針に関する事項

2 職員給与の支給状況

Ⅲ 総人件費について

Ⅳ 法人が必要と認める事項

公表内容

主な概要
1. 役員報酬及び職員給与の年間総額　 　　　　     （単位：千円） 2. 人件費総額　　　 （単位：千円）

役　員 報酬等総額 職　員 年間平均給与 平成28年度 15,858,020
学　長 18,260 事務・技術職 5,165 平成27年度 15,782,582
Ａ理事 12,857 大学教員 7,979

比較増△減 +75,438
（+ 0.5%）Ｂ理事 13,810 病院看護師 5,169

Ｃ理事 12,831
Ｄ理事 13,414
監　事  10,463

平成28年度に係る本学役員の報酬及び職員の給与水準の資料を
秋田大学公式ホームページに公表しています。

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/publicinfo/pu_legal.html

国立大学法人秋田大学の役職員の報酬・給与等について

僕らの課外活動／コラム僕らの課外活動

勝ったら全員で喜び、負けたら全員で悔しがるチーム
　美しい人工芝が自慢の秋田大学陸上競技場。多くの運動部が活動
する中、蹴球部の面 も々日々練習に汗を流しています。監督は蹴球部
OBでもある、秋田大学職員の鈴木雄さん。監督不在時には主将の飯
澤玲央さん（教育文化学部 学校教育課程 教育実践コース 3年次）が
指導者側に回って部員を引っ張っています。各自フリーランで体を温め
た後は、「鳥かご（ロンド）」という基本練習が始まります。オフェンス役を
3人決め、他のメンバーがディフェンス役となります。オフェンス役はディ
フェンス役にボールを取られないようパスを回します。鳥かごは単なる
ボール回しではなく、サッカーの基本動作がフルに詰まった練習方法と
されています。
　練習参加人数が多い日にはハーフコートを使用してゲーム形式の練
習を、人数が集まらない日でも狭い枠を作って練習するなど、個々の学
生生活にも配慮した上で工夫して練習メニューが組まれています。
　蹴球部の一番の強みは仲の良さ。学年の壁を越え、レギュラー、控え
のメンバーに関係なく、チーム一体で戦う団結力をもったチームです。特

しいことに挑戦してみたいという思いと、礼儀作法を身につけるため
です。1年生の時は慣れない正座に苦労しましたが、今では長時間座っ
ていられるようになってきました。季節によってお道具もお点前(てま
え)も変わるので楽しみです」畏まらずに和やかな雰囲気の中で教え
合い、お互いを高め合う姿勢が茶道部の魅力だと語ってくれました。

まずは基本の所作から
　お茶を点てる一連の動作を、お点前（てまえ）と呼びます。お稽古で
は、お点前を反復して練習します。初心者や1年生は最初に、お道具の
扱い方や歩き方などを習います。「畳を擦らせながら道具を移動させな
い」「大切な物には左手を添える」等、お道具を丁寧に扱うための動作
の決まり事がいくつもあります。初めに習う基本動作に「袱紗（ふくさ）さ
ばき」があります。基礎の、棗（なつめ）と茶杓を清める所作を用い、一
連の流れを覚えます。そしてお点前をする上で必要な一連の所作の基
礎部分を細かく段階をわけてお稽古していく「割稽古」も行います。
　茶道部のお点前は文化祭のお茶会で堪能することができます。こ
の日は一般の方へもお茶を点てておもてなしをします。文化祭では、季
節に合わせたお道具や掛け軸、花器の選択から準備までを2年生が
中心となってお茶会をつくり上げます。
　他にはお正月の初釜、卒業時の卒業茶会などがあります。

心はお点前にあらわれる
　部長の山下慎矢さん（理工学部 生命科
学科 3年次）は叔母の影響を受け小学1年
生から6 年生まで茶道を習っていたそうで
す。茶道歴9 年目の「茶道男子」である山下
さんは、茶道は自分を高めるための良い文
化であると話します。「心が乱れていると、う
まくお点前ができないことがあるんです。茶
道は自分を見つめ、また自分を高める事へ
つながります。いつも『一杯のお茶に感謝
の意味を込めて捧げる』という気持ちでお茶を点てるようにしていま
す。常に気持ちを穏やかに平常心でいること、精神統一を心がけてい
ます。また、日本文化を知り、それを後輩たちに教えてあげることもモ
チベーションアップになっています」と茶道の魅力を語ってくれました。

に大会中は熱心に声出しを行ったりと、熱い思いを持った部員たちが揃
います。部員は全員経験者ですが、マネージャーは全員未経験者とのこ
と。入部当初はサッカーの知識がほぼゼロでも、日々の練習や練習試
合を重ね、マネージャーとしての仕事を覚えていきます。今では大会の
記録取りもこなす、頼もしい皆さんです。

練習・試合で心がけていること
　M F（ミッドフィルダー）として、主将とし
て、部員をまとめる飯澤さんに、練習や試
合で心がけていることを聞きました。
　「サッカーをしていて一番楽しいことは、
自分でイメージしたようにボールを止め、イ
メージした場所に蹴ることだと思います。選手としては、それを心がけて
プレーするようにしています。主将としては、チームがバラバラにならない
ように周りを鼓舞することです。長い時間気を引き締め続けることはな
かなか難しいと思います。そんな中でも自分が中心になって皆の気持ち
を引き締められるよう、集中力を切らさないことを意識しています」

今後の目標 「やりたいサッカー」を貫いて1部昇格！
　7月から東北地区のリーグ
戦が始まりました。昨年度ま
では1部リーグに所属していま
したが惜しくも降格。今年度
からは2部リーグに属してい
ます。リーグ戦の概要変更で
試合数が増えたことから、1部
リーグ昇格への道は簡単で
はないそうですが、昇格を目標に日々練習に励んでいます。
　そんな闘志に燃える蹴球部が目指すプレースタイルは「ポゼッション
サッカー」。スペインのクラブチーム「FCバルセロナ」に代表される、常に
自チームがボールを持ち主導権を握って攻めるという攻撃型のサッカー
です。
　「今はまだ『やりたいサッカー』ができていないです。『やりたいサッ
カー』ができるように、具体的な目標としては、リーグ戦の1部に上がるこ
とを目標としています。昇格はなかなか狭き門ではありますが、実力の
あるチームだと思っているので、自信をもってプレーをしています。南東
北はレベルが高いのですが、北東北では圧倒して勝ちたいと思ってい
ます」と、飯澤さん。
　「練習と試合とのオンオフの切り替えを苦手としています。その甘さが
試合運びにも表れてしまっているので、切り替えを徹底していかなけれ
ばと思っています。あとは立ち上がりの遅さも課題ですね。試合開始後
すぐに失点してしまうことがあったので、練習中から入りを良くして改善
していきたいです」と、部の課題をしっかり見つめる頼もしい主将と、そ
れを支える部員の皆さん。リーグ戦を勝ち進み、チーム全員の喜ぶ姿が
眼に浮かぶようです。

蹴　球　部

茶　道　部僕らの課外活動

　

携
帯
電
話
の
な
か
っ
た
時

代
の
話
で
す
。学
校
か
ら
帰

宅
後
、好
き
な
女
の
子
に
連

絡
す
る
に
は
、自
宅
に
電
話

を
か
け
る
し
か
方
法
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
は
大
変

な
緊
張
で
す
。

　

お
父
さ
ん
が
で
る
と
い
う

「
最
悪
」の
場
面
や
、お
母
さ

ん
が
受
話
器
を
取
っ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
。根
掘
り

葉
掘
り
質
問
さ
れ
た
ら
た
ま

ら
な
い
。「
夜
分
、失
礼
い
た
し

ま
す
。私
○
○
と
申
し
ま
す
」

な
ど
と
敬
語
の
練
習
を
何
度

か
し
た
後
に
、意
を
決
し
て

ダ
イ
ヤ
ル
。お
父
さ
ん
が
出
た

ら
、思
わ
ず
電
話
を
切
っ
て
し

ま
っ
た
り
、女
性
の
声
だ
っ
た

の
で
安
心
し
て
馴
れ
馴
れ
し

く
話
し
か
け
た
ら
、お
母
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
だ
っ
た
り
。恋

の
数
だ
け「
悲
劇
」も
あ
り
ま

し
た
。学
生
時
代
の
友
人
の

話
、で
す
が
…
…
。

　

個
人
が
持
つ
携
帯
電
話
で

は
、（
用
の
あ
る
）相
手
が
出
る

こ
と
が
お
約
束
に
な
っ
て
い

ま
す
。自
分
を
知
っ
て
い
る
人

が
相
手
な
の
で
す
か
ら
、普

段
、そ
の
間
柄
で
使
っ
て
い
る

言
葉
で
話
せ
ば
い
い
。「
あ
の

さ
ー
」と
か「
ど
う
し
た
あ
」

な
ど
、い
き
な
り
の
語
り
口
。

「
明
日
、ど
う
す
る
」な
ど
と

本
件
か
ら
入
っ
て
も
か
ま
わ

な
い
。悪
質
な「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」の
根
底
は
、有
線
電
話
時

代
と
携
帯
電
話
世
代
の「
混

線
」で
な
い
か
、と
す
ら
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
て
、就
職
。平
成
生
ま
れ

の
学
生
さ
ん
た
ち
が
挑
む
の

で
す
が
、採
用
す
る
側
は
皆

さ
ん
の
言
う
と
こ
ろ
の「
昭
和

の
人
た
ち
」が
元
気
で
す
。私

も
含
め
た
こ
の
世
代
は
、ふ
と

漏
ら
し
た
一
言
、さ
り
げ
な
く

書
い
た
一
文
に
つ
い
、眉
を
ひ

そ
め
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。適
切
な
距
離

感
を
保
ち
な
が
ら
も
、相
手

と
の
距
離
を
縮
め
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

　

適
切
な
距
離
→
相
手
は
友

達
で
は
な
い
。

　

距
離
を
縮
め
る
→
会
社
は
、

素
敵
な
後
輩
を
待
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、知
り
た
い
。

　

自
分
が
な
ぜ
、こ
の
場（
面

接
）に
い
る
の
か
。な
ぜ
こ
の

文
章
を
書
い
て
い
る
の
か
。相

手（
が
い
る
こ
と
）を
明
確
に

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
う

え
で
、言
葉（
文
章
）を
組
み

立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

頭
の
訓
練
で
す
。皆
さ
ん

の「
得
意
」な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス

タ
ン
プ
や
、メ
ー
ル
の
絵
文
字

の
発
想
を
一
度
、捨
て
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
友
人
相
手
で
は
、

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
済
ま
せ
て

し
ま
う「
笑
顔
」の
マ
ー
ク
。こ

れ
を
言
葉（
文
章
）に
す
る
と
、

ど
う
な
り
ま
す
か
。「
と
て
も

う
れ
し
い
」の
か「
そ
う
だ
ね
」

レ
ベ
ル
の
こ
と
な
の
か
。な
ぜ
、

ど
こ
に「
笑
顔
」の
要
因
が
あ

る
の
か
も
加
え
た
い
も
の
で

す
。今
の
気
持
ち
を
最
も
適

切
に
表
現
す
る
言
葉
を
選
ぶ

こ
と
を
試
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

す
ご
く
多
く
の
同
じ
よ
う

な
ス
タ
ン
プ
か
ら
、皆
さ
ん
は

日
々
、瞬
時
に
一
つ
を
選
ん
で

「
既
読
」後
に「
返
信
」し
て
い

ま
す
ね
。こ
れ
も
才
能
で
す

が
、記
号
で
済
ま
せ
て
い
る
こ

と
を
、あ
え
て
文
章
に
構
築

す
る
こ
と
を
試
み
て
く
だ
さ

い
。「
平
成
」の
感
性
に
嫉
妬

す
る「
昭
和
」か
ら
の
お
願
い

で
す
。

秋
田
大
学
副
理
事・国
際
担
当

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

元々は男性の文化だった茶道
　和気あいあいとしながらも、静かで
厳かな雰囲気が漂うのは大学会館2階
の和室。ここでは週に2回、茶道部の皆さんが活動しています。月曜日に
は外部から先生を招いての稽古が行われています。
　茶道部の面々がたしなむ流派は「裏千家」。千利休のひ孫に当たる仙
叟宗室(せんそうそうしつ)が継承した裏千家は、伝統を崩さない表千家
に比べ、新しさを挑戦的に取り入れ、多様で華やかなお道具も特徴とさ
れています。明治時代の学校教育へも積極的に参入したことから、裏千
家は茶道人口の半数を占める代表的な流派となりました。近年では、本
家である「表千家」、分家である「武者小路千家」と併せて「三千家」と呼
ばれています。
　部員は女性ばかりかと思いきや、和室に入ると男女比は約半 で々あるこ
とに驚かされます。茶人・千利休が豊臣秀吉の側近として仕えていたこと
からもわかるように、かつて茶道は武士や豪商など、身分の高い男性しか

できなかったものでした。 
　男性部員の小松達輝さん（理工学部 
システムデザイン工学科 2年次）に、茶
道を始めた理由を聞いてみました。「今
の2年生のほとんどは、大学入学と共に
茶道を始めました。私の入部理由は、新

文章力up
Column

◯代　　表：山下 慎矢

　　　　　（理工学部 生命科学科 3年次）

◯所属人数：25人
◯活動日時：月曜・木曜 16：00～20：00　

◯活動場所：大学会館２階　和室

茶　道　部

◯主　　将：飯澤 玲央

　　　　　（教育文化学部 学校教育課程　

	 教育実践コース 3年次）

◯所属人数：30人（マネージャー7人）

◯活動日時：火曜・水曜・金曜

	 16:30～20:00

	 土曜・日曜9:00～12:00

	 もしくは12:00～15:00　

◯活動場所：秋田大学陸上競技場

蹴　球　部

原子レベルの構造制御にほこりは大敵。防塵
衣をまとい、クリーンルームへ。高性能電子デ
バイスなどに使う薄膜の成膜プロセスや材料
を検討する実験装置。

表 紙 は
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　秋田大学は、多くの皆様からご協力いただいた「秋田大学教
育研究支援基金」を引き継ぎ、平成26年11月に「秋田大学みらい
創造基金」を創設いたしました。
　この基金は、全学的な事業を支援する「一般基金」と、使途を
特定した「特定基金」で構成され、現在、企業・団体や個人の皆
様など多くの方々にご支援をいただいております。この基金は、
教育・研究による社会への貢献という本学の使命を果たすため
の大きな支えとなっており、今後一層の拡充を図りながら、有
効に活用させていただきます。

〈ご寄附のお願い〉 ●個人の方 ： 一口 1,000円
 ●法人の方 ： 一口 10,000円
　この基金の趣旨をご理解いただき、なにとぞ複数口のご協力をお願いいたします。
　また、継続的なご寄附もお待ちしております。寄附者様のご都合に合わせた寄附
方法・金額の設定が可能ですので、詳細は基金事務室へお問い合わせください。

〈ご寄附の方法〉
●振込によるご寄附　●クレジットカードによるご寄附
●古本募金によるご寄附　●遺贈によるご寄附
　寄附のお申し込み、詳細につきましては、秋田大学公式ホームページをご覧いた
だくか、基金事務室までお問い合わせください。

秋田大学みらい創造基金は秋田大学公式ホームページからお申し込みいただけます。
（http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html）

一般基金

教育の質の向上及び研究の推進支援
横断的な教育・研究プロジェクトへの支援、次世
代の研究を担う研究者の学際的・国際的な活動
への支援、男女共同参画への支援等を行います。

卒業生・産業界等との連携支援
ホームカミングデー等同窓生が相互に連携できる
活動を支援します。秋田大学の教育研究環境を活
用し、多くの企業と共同で行う活動を支援します。

学生への奨学金等支援
学生、留学生への経済的支援、学生・団体への
課外活動支援、教育文化学部附属学校園の活
動支援を行います。

学部等への支援
学部・大学院等の教育研究の充実のため、機器、学
術図書・雑誌等の充実・整備を図ります。

教職員・学生等の国際化・文化・社会活動等支援
秋田大学が持つ人的・物的資源を活用し、国
際社会・地域社会で多様な形で行われる活
動を支援します。

施設・環境整備の充実
教育研究環境をより発展的なものとするため、
校舎や図書館、グランドなどの改修や整備を行
い、キャンパス環境を充実させます。

1

2

3

4

5

6

イベント&講座・講習会
医学部附属病院　地域医療患者支援センター・
がん相談支援センター主催
「ひだまり教室」
〈がん治療に伴う外見の変化に対するサポートについて〉
看護師と社会福祉士が「がん治療に伴う外見の変化
に対するサポート」について説明し、質疑応答を行い
ます。
●8月31日（木）14：00～15：00

〈社会保障制度について〉
社会福祉士が「社会保障制度」について説明し、質疑
応答を行います。
●9月27日（水）14：00～15：00

〈高額療養費制度について〉
社会福祉士と看護師が「高額療養費制度」について説
明し、質疑応答を行います。
●10月26日（木）14：00～15：00

●医学部附属病院　院内図書室「ひだまり」
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-884-6039（医事課医療サービス室）

 

第51回 秋田大学祭
「Adventure」をテーマに、ステージ企画、企画展示、
模擬店などを行います。
●10月14日（土）・15日（日）10：00～17：00　
●秋田大学手形キャンパス
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-889-2255（学生支援・就職課 課外活動担当）
●akitaunifes@gmail.com
　（秋田大学祭実行委員会）
----------------------------------------------------------------

わたしだけのものづくり体験！
教室2017
楽しみながら理工系に興味を持ってもらえる様々な
ものづくり企画を体験いただけます。
●10月14日（土）10：00～16：00
●秋田大学理工学部1号館第1会議室
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-889-2422（大学院理工学研究科技術部）

----------------------------------------------------------------

平成29年度 
秋田大学高大接続教育フォーラム
大谷大学　荒瀬克己教授による基調講演のほか、グ
ループセッションにより高大接続教育について理解
を深めます。
●10月27日（金）13:20～16:30　
●秋田大学手形キャンパス　
　60周年記念ホール、一般教育1号館教室　ほか
●対象／秋田大学教職員、秋田県内高等学校教員、
　その他大学及び高等学校等教育関係者
●参加費／無料
☎018-889-3045（総合学務課高大連携室）
●setsuzoku@jimu.akita-u.ac.jp

Event,Seminar,Workshops & Extension course

［
企
画
・
発
行
］ 国

立
大

学
法

人
 秋

田
大

学
 広

報
課

     秋
田
市
手
形
学
園
町

1 番
1 号

 〒
010-8502 　

TEL ：
018-889-3019  FA

X ：
018-889-3242 　

E-m
a

il : ko
u

h
o

u
@

jim
u

.a
kita

-u
.a

c
.jp
　   

秋
田

大
学

広
報

誌
 〈

ア
プ

リ
ー

レ
〉

第
5

6 号
 平
成

29 年
7 月
発
行

No.

56
2017

JUL

秋田大学　みらい 検 索

〈寄附者ご芳名〉 この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
企業・団体等

●秋田県厚生農業協同組合連合会　様　　　　　　●秋田大学生活協同組合　様　　　　　　●秋田大学有志一同　様　　　　　　●株式会社秋田魁新報社　様

個　人

●浅田　昌弘　様
●石川　ひとみ　様
●市川　逸郎　様

●猪股　祥子　様
●岩井　肇　様
●大高　麻衣子　様

●工藤　工　様
●小島　聖史　様
●佐々木　清　様

●佐藤　健一　様
●佐藤　正志　様
●佐藤　祐一　様

●佐藤　佑樹　様
●柴田　健　様
●菅原　ツエ　様

●鈴木　敦　様
●長沼　誠子　様
●山方　遥　様

  他　匿名希望　13名様（延べ数） （平成29年2月～平成29年4月末入金分　五十音順）

催し物
教育文化学部天文台イベント
天文サイエンスカフェや大学教職員による天文講演
会、45cm反射望遠鏡を使った夜間天体観察会を実
施します。
●  8月 5日（土）17:30～20:00
●  9月 2日（土）17:00～19:30
●10月 7日（土）16:30～19:00
●教育文化学部3号館3階301地学実験室ほか
●対象／どなたでも
　　　　（夜間観察会は中学生以下は保護者同伴）
●参加費／夜間観察会は保険料1人50円
☎018-889-2655（教育文化学部地学研究室）
●mouri@gipc.akita-u.ac.jp

----------------------------------------------------------------

第13回 能代宇宙イベント
宇宙を目指す高校生・大学生による日本最大規模のア
マチュア宇宙イベントを開催します。
● 8月17日（木）～8月22日（火）　
※8月20日（日）は一般公開日と設定し、一般の方にロ
ボットの操縦などを体験いただけます。
●能代宇宙広場（能代市浅内第三堆積場）
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-889-2806
（大学院理工学研究科附属ものづくり創造工学センター）

----------------------------------------------------------------

第3回 子どもものづくり教室
ものづくり体験型授業を開催します。能代宇宙イベ
ントの開催に合わせ、モデルロケットの製作・打ち上
げ体験を実施します。
● 8月20日（日）10:00～、11:00～　
●能代宇宙広場（能代市浅内第三堆積場）
●対象／小中学生（各定員20名）
●参加費／無料
☎018-889-2806
（大学院理工学研究科附属ものづくり創造工学センター）

病院寄附金
教育文化学部寄附金
理工学部寄附金
修学支援事業寄附金

国際資源学部寄附金
医学部寄附金
附属学校園寄附金

特定基金 〈お申し込み・お問い合わせ先〉
秋田大学みらい創造基金事務室 
〒010-8502
秋田市手形学園町1番1号
☎018-889-3266 （総務企画課内）
k ik in@j imu.ak i ta -u.ac. jp

秋田大学みらい創造基金
ご協力をお願い申し上げます。

「学力」に偏ることなく、「個
性」「意欲」「積極性」なども含
めて合格・不合格を総合的に
判定する入試です。詳細は大
学公式ホームページをご覧く
ださい。

秋田大学理工学部
平成30年度

アドミッション・オフィス（AO）
入　学　試　験

●出願期間／平成29年9月7日（木）～9月13日（水）
●試 験 日／平成29年9月30日（土）
☎018-889-2313（入試課〈理工担当〉）


